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＊東京工業大学理学部

(2-Thiazolyl)thiourea誘導体のパラジウムキレートの構造について

与田玲子，（故〉山本有一，松島美一，藤江忠雄，飯高洋一＊

〔日本薬学会第 104年会（1984年3月，仙台）で発表〕

(2・Thiazolyl)thiourea誘導体のパラジウムキレートを合成し，その配位構造を研究した。

キレートの合成：パラジウムの水溶液とメタノールに溶かした配位子の溶液をそル比 1:2で混

合し， クロロホルム抽出した。クロロホルム相を硫酸マグネシウムで乾燥，溶媒留去後，シリカ

ゲルクロマトグラフィーにより精製し，再結品した。

元素分析値はパラジウム：配位子＝1:2の組成比の計算債に一致し，マススベクトルからも 1:

2の組成比でキレートを形成していることがわかった。キレートの赤外線吸収スベクトルにおい

て配位子の NH吸収帯が消失していた。

これらの配位子は五つの孤立電子対をもち，いずれかが配位に関与し，五変異性としてチアゾ

リン型とチオール型が考えられる。これに関して， N,N-dimethyl引に（4-methyl-2-thiazolyl)thio蜘

ureaのメチル体を合成し， UVスベクトルを比較しその結果チアゾリン型をとっていることが

推定された。組成比 1:2であることから， トランス，シスの幾何異性がある。対称性また分子モ

テ。ルより分子の立体障害を考えるとチアゾール環がトランス位置にある方が安定であると予想さ
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れた。

X線結晶構造解析の結果，バラジウムと配位子がモル比 1:2でチアゾール環 N とチオウレア

の Sと配位し，チオウレアの Sがシス位のパラジウム四配位構造をとり，チアプール環が対称

であった。

＊東京大学薬学部

(2-Thiazolyl)thiourea体のこトロ化〈その 2)

与田玲子，岡田智子，（故〉山本有一，松島美一，飯高洋一本

〔日本薬学会第 104年会（1984年 3月，仙台）で発表〕

1-Monoalkylふ（2-thiazolyl)ureaおよび thioureaの硫硝酸によるニトロ化によって thiazole

5位がニトロ化され，さらにN位にニトロ基が導入されることおよび（2-thiazoly1) thioureaの同

様の条件下におけるニトロ化では対応する 5引 itrothiazolyl化合物の他，淡黄色針状品の新物質
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